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今
年

の
夏

は
、

リ
オ
五
輪
が
あ

っ

た
た
め
、
例
年
以
Ｌ
に
熱

い
暑

い
夏

だ

っ
た
。
五
輪
開
催
中
、
連
日
の
よ

う

に
、

「
日
本
人

初
」

「
史
Ｌ
初
」

「
○
○
年
ぶ
り
」
「
金
星
」
と
、

日
本

人
選
手

の
メ
ダ

ル
ラ
ッ
シ

ュ
が
伝
え

ら
れ
た
。
ま
た
、

メ
グ
ル
に
は
届
か

な
か

っ
た
も

の
の
大
健
闘
し
た
歴
目

や
競
技

も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上

に

日
本
人
選
手

の
活
躍
が
際
立

つ
大
会

だ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
活
躍
は
、
選
手

の
た
ゆ
ま
な

い
努
力
と
と
も
に
、
そ

れ
を
支

え
た
監
督

や
コ
ー
チ
、

そ
し

て
医
療

や
栄
養
等

の
ス
タ

ッ
フ
に
よ

る

「
チ

ー
ム
ジ

ャ
パ
ン

一
と
し

て
の

成
果

だ

っ
た
と
思

う
。

四
年
後

は
東 会

津
教
育
事
務
所

業
務
次
長
兼
学
校
教
育
課
長

唐

司

和

彦

京

上‐…
輸
、
「
チ
ー
ム
ジ

ャ
パ

ン
」

の

さ
ら
な
る
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。

さ
て
、
同
じ
四
年
後
、
教
育
界
で

は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
が
小
学
校

か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
高

大
接
続
改
革

の

一
つ
と
し

て
新
大
学

入
試

の
実
施
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

一
賞
し
て
行

わ
れ
る
と
い
う
占
小
で
は
、

こ
れ
ま
で

に
な
い
大
き
な
教
育
改
革

に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在

の
教
育
か
ら
大
き

く
舵
を
切
る
も
の
で
は
な
い
。
現
行

学
習
指
導
要
領

で
求
め
ら
れ
て
い
る

も

の
を
強
化
し
た
り
、　
一
賞
性
を
も

た
せ
た
り
す
る
も

の
で
、

日
本

の
■

ど
も
た
ち
に
、
世
界

で
活
躍
す
る
た

〈
ム
ハ
本
〈
本

支

支

支

津会
麻

沼

北

耶

両

め
に
必
要
な
力
や
急
激
な
社
会

の
変

化
に
対
応

で
き
る
力
を
身

に
付
け
さ

せ
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

現
在
、
各
学
校

で
は
、
四
年
後
を

児
据

え
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
」
等

の
視
点
か
ら
授
業
改
善
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
成
果
を
確
か

な
も

の
に
す
る
に
は
、
研
究
授
業
単

体
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
個
々
人

の
実

践
の
み
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
全
教

職
員

に
よ
る
組
織
的

・
継
続
的
な
実

践
に
よ
り
、
子
ど
も
に
学
び
方
と
し

て
定
若
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
取
組
を
家
庭
や
地
域

に
開
き
、
学
校

・
家
庭

・
地
域
が

一

体
と
な

っ
て
教
育
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ

れ
ら

の
取
組
が
幼

・
小

。
中

。
高

そ

れ
ぞ
れ
の
校
種
間

で
確
実
に
リ
レ
ー

さ
れ
る
こ
と

で
、
会
津
の
子
ど
も
た

ち
の

「
ｉ
き
る
力
」

の
育
成

に
つ
な

が
る
こ
と
と
思
う
。

今

こ
そ
、

「
チ
ー
ム
公
津
」
と
し

て
の
劇
結
が
期
待
さ
れ
る
。

前
期
は
、
小
中
学
校
５９
校
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
生
き
生

き
と
取
り
組
む
児
童
生
徒
の
姿

や
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学

習
を
引
き
出
す
た
め
の
働
き
か

け
を
工
夫
す
る
先
生
方
の
姿
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

校
長
先
生
と
の
話
し
合
い
で
は
、

学
力
向
上
や
生
徒
指
導
の
充
実
、

小
中
連
携
に
教
職
員

一
人

一
人

が
積
極
的
に
関
わ
り
、
組
織
的

に
実
践
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

少
人
数
教
育
や
各
種
加
配
に

つ
い
て
は
、
ね
ら
い
や
目
的
、

学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
て
適
正

か

つ
有
効
な
活
用
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
数
値
的

な
部
分
を
含
め
て
成
果
を
明
確

に
示
せ
る
取
組
を
お
願
い
し
ま

す
。人

事
評
価
に
つ
い
て
は
、
研

修
会
を
踏
ま
え
て
適
切
な
評
価

や
効
果
的
な
面
談
に
心
が
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
事
評

価
の
目
的
で
あ
る
教
職
員
の
能

力
開
発
や
教
育
活
動
の
充
実
、

組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
、
有
効
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

勤
務
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

教
戦
員
の
勤
務
時
間
の
把
握
が

な
さ
れ
、
各
学
校
で
工
夫
さ
れ

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
や
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
、

教
職
員
の
心
身

の
健
康
保
持

の

観
点
か
ら
今
後
と
も
ご
配
慮
く

だ
さ
い
。

不
祥
事
防
止
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
校
内
服
務
倫
理
委
員

会
の
工
夫
や
風
通
し
の
よ
い
職

場
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の

一
学
期
、
交

通
加
害
事
故

（追
突
）
は
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
同
時
期
よ
り

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

県
全
体
と
し
て
は
、
相
変
わ
ら

ず
不
祥
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
祥
事
防
止
の
た
め
の
行
動
計

画
の
検
証
や
個
別
面
談
な
ど
、

一
人

一
人
の
教
職
員
の
危
機
管

理
意
識
を
高
め
る
取
組
を
具
体

的
に
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
事
故
防
止
や
事
故
対
応

に
つ
い
て
は
、
施
設
設
備
の
操

作
が
誰
で
も
で
き
る
よ
う
な
配

慮
、
校
舎
の
構
造
や
季
節
な
ど

様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
た
避
難

経
路
の
検
討
、
管
理
職
不
在
な

ど
も
想
定
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
小
さ
な
変
化
や
危

険
に
気
付
く
目
を
大
切
に
し
て
、

防
火
診
断
や
安
全
点
検
に
基
づ

く
改
善

・
整
備
を
改
め
て
お
願

い
し
ま
す
。

今

こ
そ
、
「
チ
ー

ム
祭
洋

一
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総務社会教育課だよい1 ～社会教育関係事業の紹介～
【これまでに実施 した主な事業】

1 学校・家庭・地域連携サポー
放課後子ども教重研修会

(1)日  時 :平成 28年 7月 28日 (木 )

(2)会 場 :道の駅あいづ 湯川・会津坂下
(3)内 容 :事例発表、グループ協議、

科学工作ワークショップ
(4)参加者 放課後子ども教室関係者、放課後児童クラブ

関係者、行政担当者、地域ボランティア等
75名

◇事例発表 「西郷村放課後子ども教室の取組～成果と課
題、そして今、思っていること～」

・講師 :西郷村放課後子ども
教室コーディネーター

露木則子 氏
・内容 :西郷村放課後子ども

教室は、平成 26年
度文部科学大臣表彰
を受賞 しており、特
色ある取組について、
説明 していただきま
した。

◇グループ協議
それぞれの子ども教室にお
ける成果と課題を共有 しな
がら、今後の事業推進に向
け、有意義な話し合いが行われました。

◇科学工作ワークショップ「宇宙教育に触れてみよう～

社会教育編」
・講師 !JAXA(宇 常航空研

究開発機構)宇宙教育推進室

渡退 敦 氏
。内容 :宇宙の不思議や、面白
さについて、宇宙教育教材を

使って体験的に学びました。

2 第 1回読書活動支援者育成事業
会津地区研修会 (基礎編)

(1)日  時 :平成 28年 9月 8日 (木 )

(2)会 場 :会津大学
(3)参加者 :司書、読み聞かせ、

読書ボランティア等 79名
◇絵本らいぶ 「絵本・読み聞か

せの魅力」
・絵本講師 福島はるお 氏
◇講義 「学校司書の役割」
・元県立高校学校司書 長崎キヨ子 氏
◇実践発表「読み聞かせボランティアのやりがい」
・矢祭町「手のひらの会」 郡司浩子 氏

3 第 2回読書活動支援者育成事業
会津地区研修会 (実践編)

(1)日  時 i平成 28年 10月 4日 (火 )

(2)会  場 1会津大学
(3)対 象者 :「 l書、読み聞かせ、読書ボランティア等

【これから実施する主な事業】

4 学校支援実践研修会

(1)日  時 :平成 28年 10月 14[ヨ (金 )

(2)会 場 :喜 多方プラザ文化センター

(3)対 象者 :学校支援 コーディネーター、学校関係者、ボ
ランテ ィア寺

5 家庭教育支援事業「親子の学び応援講座」

(1)平 成 28年 10月 29日 (上 )認定こども|∃ ひかり

樹革解掛 け揖!〔 :概晴谷畢擬
簿

『子どもたちの生き抜く力を支える「確かな学力」の育成』のために

『躍動 !「 チームお、くしま」』は、平成 28年度アク
ションプランの推進テーマです。それを受け会津教育事
務所では、会津の児童生徒の夢や希望の実現に向けて、

県教育委員会施策を推進するとともに、各市町村・各学

校における教育活動充実のための支援に取り組んでいま

す。

特に、次の 3つ を柱として、子どもたちの生き抜 く力
を支える「確かな学力」の向 1子 に努めています。

◎ 「確かな学力」の向上を図る継続的な検証改善サイク
ルの確立

(方策)。 PDCAサ イクルを明確にした学力向上グラ
ンドデザインの全職員の共通理解に基づいた

確実な実践・改善に向けた指導
(日 標)。 定若確認 シー トを計画的・組織的に活用する

学校
・学力調査の自校の日標値達成へ向けて計画的・

組織的に取組む学校

◎「確かな学力」の向上を図る授業づくり
(方策)。 問題解決的な学習を中軸とした授業実践の指

導・助言

『わかる。できる授業』実践の具体的な方策
の指導・助言とHP掲載

(に1標 )

言語7舌動の充実を図るための具体的方策の指

導・助言とHP掲載
コアティーチャー等を活用 した授業研究会や

学力調査を生か した授業や研修会の工夫

問題解決的な学習を中軸とした授業に改善す

る学校

事務所のHP資料等 (各種指導資料・客観的
データ)を活用 した校内研修を実践する学校

◎「確かな学力」の向上を支える基礎づくり (学習習慣・

生活習慣の確立 )

(方策)・ 学習習慣や生活習慣の確立への指導・助言
・授業と家庭学習のサイクル確立 、々の指導・助

(日 標)。 幼小中連携による学習・生活習慣を向上させ

るための系統的な共通実践をする学校
・授業と家庭学習のつながりを明確にした学習

サイクルを構築する学校

※今、学校の教育力が問われています。教育力を高める

ためには、授業力の向上が欠かせません。各学校にお
いては、校長先生の リーダーシップのもと、教員一人
一人が自分の授業の課題を明確にし、同僚性・協働性
を高めながら、現職教育の充実を図ることが大切です。
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「金山町の学順教育」

金山では、人口の高齢化率は

60%に迫 り、少子化 もますます

進んでいます。高齢化、少子化

では全国の最先端の状況でありますが、住民の一

人一人が生き生きと過ごせる明るく元気な町作り

を目指 しています。そのために教育委員会では、

次の 3つ のことに力を入れています。

①地域一体型バ、るさと教育事業の推進

「奥会津金山学びの18年」のキャッチフレーズ

のもと、保・小 。中・高の教育の連携と地域の教

育力の再生により、将来を担う人材の育成を18年

間通 して進めています。

また、子育て支援事業の拡充を図っています。

例えば、保育料、小中学校の給食費教材費、修学

旅行費などの無料化、高校生の寮費、通学費の半

額補助、学習支援、部活動支援などです。

金山町教育委員会教育長 滝 沢  敬 樹

② 「少ないことはいいことだ。」

児童生徒数減少での、デメリットは大きいです

が、良い面もたくさんあります。先生によく見て

もらえる。発言がたくさんできる。いつも安定 し

た環境で落ち着いた生活ができる等々です。各学

校では、良さを生かした教育を進めています。

また、
/1・

学年複式学級になっていますが、町で

講師を学校に配置 し、主要教科については、学年

別に指導できる体制をとっています。

③ 「つなぐ教育」の推進

平成28年度、金山では県教育委員会より「つな

ぐ教育J推進事業の指定を受け保・小・中・高

を繋いだ学力の向上を進めています。町では、以

前から川口高校を含めて、学力向上推進会議を開

催 してきましたが、金山中学校を核として高校卒

業までを見通 した地域の連携のあり方を模索 して

いきたいと考えています。

昭和学講座、この良きもの

「からむしだけは絶やすなよ」

村の中で、いったいどれほどの歳月、この言葉

が発せられてきたことで しょう。親から子へ、子

から孫へ、孫からひ孫へ、幾百年の昔から。

腰のまがったおじいさんが言いました。白髪の

おばあさんが言 tヽ ました。師いずか しそうに言 tヽ ま

した。遠 くを見つめる目で言いました。

「昭和学講座だけは、やめねぇでくんつぇ」

「昭和村に生まれたことに感謝 し、昭和村で育
つことに自信と希望を持ち、昭和村で生きること

に誇 りと生きがいを抱 くことができるように」と

の願いを込めて実施 している昭和学講座です。平

成 25年度から始め、今年度で 4年 目を迎えまし

た。学校教育 。社会教育 。生涯学習の連携を図ろ

うとする地元学です。これまでの実施回数は34回。

今年度のうちにあと 6回予定 しています。

月に 1回程度、主に土曜日の午後、昭和村公民

館を会場として開催 しています。昭和村に関連す

るテーマを設定 し、講師も村内外からお招きして

います。ある時は村のおばあさん、ある時は元

「織姫」さん、ある時は民具や民俗学の研究者。

昭和村教育委員会

★からむしと生きる ～朝は朝星、夜は夜星～

☆わが親の教えたまいし歌

～忘れ得ぬ父と母の姿～

☆死線をこえて ～i語 り継 ぐ戦争体験～

★見えないものに祈る

～聞き書きから学ぶこと～

★木地師の人生 ～山に生きた人々～

★明日への伝言 ～奥会津というたからもの～

☆わたしたちの郷上を支えた人々

～激動の時代の中で～

☆織りを求めて ～世界各地の人々との出会い～

・・ 。こんなテーマでやっています。

詳細は昭和村のホームページで確認できます。

村外の方でも大歓迎。ぜひ、ご参加 ください。

ある日の昭和学講座の一場面
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思
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会津若松市立第一中学校

2年 長谷川 哲 平

県立美術館のワークシ∃ップ
で体験 した手法で描きました。

身近な場所にある
Ⅲ
土“を材料に、

絵の具を作るところからはじま

ります。上の絵の具の持つ力に

導かれ、大さな画面にたくさん
の夏の思い出をちりぼめました。

指導者 浅倉 佐知子

喜多方市立

会北中学校

長

良勝

『糸
の
こ
ス
イ
ス
イ
』

喜多方市立姥堂小学校

5年 工 藤 慎 央

電動糸のこざりを使って切り
出したおもしろい形を組み合わ
せて立体に表 しました。

切り込みを入れる場所や方向
を工夫することでどんどん形が
変わる楽しさを味わうことがで
きました。
最後に絵の具で色をつけ、イ

メージを更に広げることができ
ました。

指導者 鈴木 祐太朗

『地
　
球
』

柳
津
町
立
西
山
中
学
校

一
年

金

子

漢字の筆使いを学ぶため、こ
の「地球」を書く前に点画の筆

使いを 1つ 1つ確認 してから書
きました。何度も書き直して、

納得のいく大きくてしっかりと
した字を書くことができました。

指導者 雨宮 史浩

地
域
と
の
絆
を
大
切
に

校

高山

北
に
飯
豊
連
峰
を
望
み
、
シ
ー

ズ

ン
に
は
群
生
地
の
山

一
面
に
ひ

め
さ
ゆ
り
の
可
憐
な
花
が
咲
き
乱

れ
る
自
然
環
境
豊
か
な
地
に
学
校

が
あ
り
ま
す
。
「
学
校
田
で
の
米

づ
く
り
」
や

「
ま
ご
こ
ろ
野
菜
給

食
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
学

校
と
地
域
が
強
い
絆
の
も
と
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
郷
土
と
自
分
に

誇
り
と
自
信
が
持
て
る
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
、
日
々
の
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の
可
能
性

を
引
き
出
し
、
伸
ば
す
の
は
我
々

教
師
の
役
目
で
す
。
小
規
模
校

で

あ
る
こ
と
を
強
み
と
捉
え
て
、
生

徒

一
人

一
人
の
良
さ
に
目
を
向
け
、

どま
収
と
各
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ

て
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「出
会
い
を
大
切
に
」．

国立磐梯

青少年交流の家

企画指導専門職

斎 藤  真 二

「
笑
顔
、
あ
い
さ

つ
、
思
い
や

り
」
今
年
の
職
員
間
の
△
呈
言
葉
で

す
。
交
流
の
家
に
着
任
し
て
五
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
仕

事
に
も
慣
れ
て
き
て
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

教
諭
の
頃
と
違

っ
て
交
流
の
家
を

利
用
し
て
頂
く
方
々
に
気
持
ち
よ

く
使

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を

一
番

に
考
え
て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
く
だ
さ

っ
た
団
体
の

方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

認
留
貝
の
方
々

の
温
か
い
対
応
に
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
い
っ
た
内
容
を
読
む
と
、
と
て

も
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

ま
た
心
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

忙
し
く
右
往
左
往
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
こ
そ
、

「笑
顔
、
あ
い
さ

つ
、
思
い
や
り
」

を
忘
れ
ず
、
利
用
者
の
方
々
の
い

い
思
い
出
の
お
手
伝

い
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

日
々
前
進

坂
下
南
小
学
校
に
赴
任
し
て
か

ら
五
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
純
朴

で
素
直
な
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す

学
校
生
活

で
、
教
師
と
し
て
の
や

り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
級
担
任
と
し
て
、
教
師
の
責

任
を
感
じ
な
が
ら

一
日

一
日
を
無

我
夢
中
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

困

っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
る

時
に
も
、
励
ま
し
や
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
る
諸
先
輩

方
や
、
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ

る
保
護
者
や
地
域
の
方
々
な
ど
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
初
任
研
で
は
、

切
磋
琢
磨

で
き
る
仲
間
の
存
在
を

と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
学
び
続
け

る
教
師
と
し
て
教
育
活
動
に
全
力

で
ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

会津坂下町立

坂下南小学校

教 諭

早川  優


